リスク評価表のﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ評価結果（成宮）修正箇所根拠・コメント

	
	ステップ３
起因事象の起こりやすさ
	ステップ４
失敗シナリオの起こりやすさ
	ステップ４
失敗シナリオの重要度
	ステップ5
失敗シナリオの結果の影響度

	5
	
	高→中
作業員の配置により発生は回避可能なので起こりやすさは減らせる。
	
	小→大
作業員に当たればヘルメットをしていても死亡する可能性もある。

	8
	
	
	
	小→大
クレーンは建屋の部分倒壊も引き起こすので、死亡もあると推定。

	11
	
	
	×→○
「地震(大)」が広範囲な外電喪失を引き起こすなら、サイト内の非常用電源の故障確率も無視はできない。影響度も無視してはいけない。
	

	12
	低→高
「可能性はある」のなら表Aから高。
	高→低
屋内作業なら軽量飛来物が建屋には衝突しても、壁をやぶって作業員に衝突する可能性は低い。
	
	小→中
軽量物なら死亡はなくても重症にはなるのでは？

	15
	低→中
「可能性は否定できない」なら表Aから中になる。
	高→低
作業員に衝突する可能性は低い、とある。ここでは
	
	

	16
	低→中
「可能性は否定できない」なら表Aから中になる。
	
	
	小→大
衝突すれば影響は大きい、とあるので。

	18
	
	高→低
失敗シナリオは「到来した軽量飛来物が、作業員に衝突し、作業員が怪我」というものなので、失敗シナリオの起こりやすさは高ではない。ただ細かな飛来物なら作業員への衝突確率は上がる。ここでは数は少ないという仮定と推察。
	
	

	19
	
	
	
	大→小
軽量物で影響は大きくない

	20
	
	高→低
作業管理で防止可能とあるので、失敗シナリオの起こりやすさは低い。
	
	小→大
落下物の大きさにもよるが、高さもあるので怪我は影響大。

	25
	
	
	
	中→小
他の作業員でカバーできれば作業遅延はそんなに長くない。

	27
	
	
	×→○
想定外のこと、にも依存するが、予算不足で放射性撤去物を遮へいのないところに置く、あるいはモニターが少ない、という場合でも重要度はある。
	－→小
個人被ばく管理はされているなら、影響はあっても小さい。

	29
	低→高
保管場所不足が十分に起こりえるなら、高
	
	
	中→大
大幅な作業遅延が起こる、とあるので影響は高

	31

	低→中
地震（中）は起こりやさ中で、それによる車両事故は高なら、中。
	
	
	

	32
	低→中
地震（中）は起こりやさ中で、それによる車両事故は高なら、中。
	
	
	大→小
影響は「道路の損傷の程度」ではなく、作業遅延。それでも道路損傷はひどくないので、遅延も長引かない。

	38
	
	
	
	大→小
燃料の損傷程度は小さい、とのことなので影響は小

	39
40
	低→中
飛来物到来の可能性が否定できないので中。
	
	
	

	46
	
	高→低
閉じ込め機能低下の起こりやすさは低い
	
	

	50
51
他
	
	高→低
「燃料への衝撃力作用」は高確率で起こっても「燃料損傷」は設計条件内なので起こらない。で、低
	
	

	53
58
	
	高？
大地震で輸送容器が落下しても、設計条件内ではないのか？脅威によらず「落下」では燃料は損傷しないのでは？
	
	大→小
影響を輸送容器外への放射性物質放出とすると影響は小さい。

	68
	IEが考えられないのなら脅威「ボルト折損、変形」がそもそも起こらないのでは？
	
	
	

	69
	
	高→低
落下した上蓋が燃料と接触することはない？
	
	中→小
燃料に振動程度は与えても「損傷」する影響は小さい

	70
	
	高→低
落下した上蓋が燃料と接触することはない？
	
	大→小
燃料に振動程度は与えても「損傷」する影響は小さい

	71
	
	
	
	小→大
燃料が落下するため影響は大きい

	73
	
	
	
	中→小
影響が限定的なので小

	81
	低→高
起こりうるということで高。
	
	
	

	86
87
	
	高→低
温度上昇は起こりえても、燃料損傷に至るには時間があり対応可能なので、低
	
	中→小（87）
ライナー腐食と配管腐食で漏洩量が異なるなら、中でもOK

	91
	
	
	
	小→大
[bookmark: _GoBack]プールが重量物落下のために破損すれば、冷却水保持が長期間にわたり出来なくなるので、燃料損傷が多数になり影響は大きい。
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